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３． 事後評価結果 

〇総合評価コメント： 

 

 

本研究は、センシング技術と映像ディスプレイ技術の時間密度を極限まで高め、これに無拘束触覚デ

ィスプレイ技術の開発を合わせて、人間と情報環境とが調和したダイナミック情報環境の実現を目指し

た。  

2000fps の速度を持ち人間や対象のダイナミクスを完全な形で取得しうる映像センシングサブシステ

ム、応答時間が 10μs の 2.5 次元触覚センシングサブシステム、1000fps 級と人間の検知限を充分に上

回るまで飛躍的に時間密度を向上させた情報ディスプレイからなる視覚情報プラットフォーム、完全無

拘束の触覚情報提示を行う 2.5 次元触覚ディスプレイを構築し、その上で人間の感覚系・処理系・運動

系の解明も合わせて進めながら、要素技術を統合して、高速に運動する人間の手を正確に 3次元追尾す

る機能を搭載する超高速センサ技術を用意するとともに、映像と触覚をその手の上に遅延なく精密に提

示することができる応用システムという形でダイナミック情報環境のプラットフォームを実現した。 

デバイス技術と情報処理技術の両方にまたがる確固たる基盤とノウハウを包含し、新産業への道筋を

つけた。今後様々な産業領域において広く活用されることが期待できるもので、社会的インパクト、産

業界へのインパクトも極めて高い。また、新たな基礎科学分野への貢献も高く期待できる。 

 


